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平成 29 年８月 10 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 Ａ Ｓ Ｉ Ａ Ｎ  Ｓ Ｔ Ａ Ｒ 

代 表 者 名 代表取締役社長 小 坂 竜 義 

 （ＪＡＳＤＡＱ コード 8946） 

問 合 せ 先 財 務 企 画 部 長 木 下 美 里 

 ＴＥＬ (045) 324-2444（代表） 

 

 

業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 平成 29 年２月 16 日付「平成 28 年 12 月期 決算短信[日本基準]（連結）」にて公表いたしまし

た平成 29 年 12 月期第２四半期の連結業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．差異の内容 

平成 29 年 12 月期第２四半期連結業績予想と実績の差異（平成 29 年１月１日～平成 29 年６月

30 日） 

  

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 

 

（Ａ） 

百万円 

827 

百万円 

35 

百万円 

30 

百万円 

19 

円 銭 

1.06 

実 績 値 （Ｂ） 959 34 15 0 0.05 

増 減 額 (Ｂ-Ａ) 132 △0 △14 △18  

増 減 率 （％） 16.0 △0.3 △49.4 △95.7  

（ご参考）前期実績 

平成 28 年 12 月期通期 1,410 6 △3 169 9.51 

 

２．差異の理由 

売上高につきましては、新築戸建ての販売が順調に伸びたこと及び収益物件の増加と稼働率の

向上等により、予想を上回る数値となりました。その一方で売上原価、販売費及び一般管理費も

増加したことから、営業利益についてはほぼ予想どおりの数値となりました。 

また、物件購入に係る融資関連の手数料、為替差損の発生などにより、営業外費用が増加した

結果、経常利益は減少いたしました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、経常利益同様、上記の要因により、予想を

下回る結果となりました。 

なお、平成 29年通期の連結業績予想につきましては、平成 29 年２月 16 日に公表いたしました

連結業績予想から変更はございません。 

以 上 


